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こんな事ありませんか？
ある病院若手医師の憂鬱

日本産科婦人科学会における指導医講習会

「社会保険労務士」
による

労務のレクチャー

身近な事例を寸劇で
わかりやすく再現し

共感を得る

双方向性アプリを用いて
座学でなく「参加型」に

（日本産科婦人科学会HPおよび委員会資料より）



「専門医機構指定講習」・「指導医講習会」に指定
あまり興味や関心のない層も単位取得目的で受講

多様な立場を考慮した
テーマ設定で関心を深める

研鑽の扱い，指導医と
若手との考え方の違いなど
現場の問題に即した

テーマ選び

「行政担当者」や
検討会構成員による
制度についての
レクチャー



https://www.jsog.or.jp/news/pdf/73_sustainable_kikaku.pdf

「行政担当者」や
検討会構成員による
制度についての
レクチャー

議論のまとめ
方向性を提示



オンデマンドで動画配信
当日参加できない人も視聴可能

（コロナ禍においては学会開催がWEBやハイブリッド）
e-ラーニングでも単位取得可能

（e医学会HPより）



視聴完了コード入力で
最後まで視聴したかチェック

確認テストで理解度をチェック
一定数正解で合格すれば単位取得

しっかり視聴してもらう

（e医学会HPより）



日本医師会

「勤務医の
健康支援に関する
プロジェクト委員会」
によるリーフレット
（2009年）

（日本医師会HPよりhttps://www.med.or.jp/dl-med/kinmu/doctor7.pdf）(https://www.med.or.jp/dl-med/kinmu/hospital7.pdf)

コンパクトに
「○ヵ条」形式に

わかりやすくまとめる

https://www.med.or.jp/dl-med/kinmu/doctor7.pdf）(https:/www.med.or.jp/dl-med/kinmu/hospital7.pdf)


（日本医師会HPよりhttps://www.med.or.jp/dl-med/kinmu/doctor7.pdf）

アンケート
調査結果を
もとに

現状を示し
必要な

アクションを
提案

https://www.med.or.jp/dl-med/kinmu/doctor7.pdf


（日本医師会女性医師支援センターHPより https://www.med.or.jp/joseiishi/）

日本医師会

「女性医師支援センター」
によるリーフレット
（2021年）

医師自ら必要な
労働知識を学べる

育児や介護、異動など
個人の状況に応じた
きめ細やかな情報提供

イラストを多用し
やわらかい色合いで

親しみやすく

https://www.med.or.jp/joseiishi/


（日本医師会女性医師支援センターHPより https://www.med.or.jp/joseiishi/）

実際の書類例を
示すことで
具体的に

イメージしやすい

https://www.med.or.jp/joseiishi/


・講師の選定：組織内外から 「働き方についての最新情報」の提供ができる人
社会保険労務士 行政担当者 厚労省の検討会構成員など

・コンテンツ作り：現場の身近な問題をとりあげる
「自分ごと」として捉え、主体的に考えてもらう
多様な立場からの参加を考慮したテーマ設定

・興味をもってもらう工夫：寸劇、状況再現動画等の活用
双方向アプリ等による参加型学習

・パネルディスカッションやワークショップ等ではわかりやすい総括を入れる
・参加の促進：専門医機構指定講習や指導医講習会の指定をつけて

普段あまり興味や関心のない層にも受講を促す
・e-ラーニングの活用：オンデマンドで動画配信

当日参加できない人も視聴可能 コロナ禍でも受講できる
・学習効果を上げる工夫：視聴完了コード入力で最後まで聞かせる

確認テストで理解度をチェック
合格し単位取得する目的でしっかり聴講してもらえる

まとめ 効果的な「講習」のヒント



まとめ 効果的な「リーフレット」等のヒント

・医師が自ら必要な労働知識を学べる内容を選ぶ
・文字数を抑え、イラストを多用、やわらかい色合いで親しみやすく
・労務について実際の書類例を示し、具体的にイメージしやすく
・コンパクトに「○ヵ条」形式にわかりやすくまとめる
・アンケート調査結果をもとに、現状を示したうえで「自分ごと」として
考えてもらい、知識を学ぶことへのモチベーションをあげる
・育児や介護、異動など、個人の状況に応じたきめ細やかな情報を
提供することでさまざまな人へアプローチできる


